
台中日本人学校

のシンボル「大王や

し」です。 
校舎は 1999 年に

発生した台湾大地

震の際に新築され

たものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少数精鋭の中 1。服装は自由です。 

 

 

 

 

台湾・台中通信 

第１号 

７月１日 

台中日本人学校 

中島英治 

４月に台湾の台中日本人学校へ赴任した中島英治です。ここ 3 ヶ月は、新しい環境と暑

さに慣れることで精一杯でしたが、少し落ち着いてきました。そこで、日本ではなかなか

知ることができないこちらの様子を、通信「虹」に載せて、少しずつ発信していきます。 

今回は、台中校の一日の様子をお伝えします。 

ニイハオ 

朝～登校 

 教職員が出勤するのは 7 時頃。私は先生方 6 人からなる「自転

車部」に所属、毎朝約 40 分かけて通勤しています。 

 児童生徒は台中市内から学校チャーターバス 4 台で、7 時 40

分～8 時頃に登校します。毎朝、教職員全員で出迎え、帰りは全

員で見送ります。右の写真は、帰りのバス乗車の様子です。 

自転車のおかげか、６ｋｇの減量に成功。ち

なみに、台湾は自転車生産量が世界一です。 

授業  台中校は小中併置校です。中学部は、月曜日は 7

時間、火・木・金曜日は 6 時間、水曜日は 5 時間。

小学部 1・2 年生でも毎日 5 時間、しかも木曜日は

6 時間ですから、低学年にとってはちょっと厳しい

かもしれませんね。部活動は小学部 5 年以上が、火・

木の週 2 回、一日 1 時間の練習を行っています。私

はソフトボール部の顧問をしていますが、鷲中野球

部では毎週のように練習試合を組んでいたことを

考えると、対外試合ができない寂しさを感じます。 

 体育は、6 月中旬からプール学習が始まりました。

9 月中旬の水泳記録会まで、ずーっと続きます。も

ちろん屋外プールですが、日差しが強いので、可動

式の日よけがついています。 

 台中校は、授業や行事だけでなく、清掃から休み

時間の遊びに至るまで、様々な活動を小中で連携し

ながら行っています。中学校勤務の経験しかない私

にとっては、小学部低学年の子供たちはかわいくて

しかたがありません。 

子供たちの水泳のレベルはとても高い

です。水を得た魚のように泳ぎます。 

昼休み 

 お弁当を食べた後、担任の先生は必ず、クラスの子供たち

と遊びます。炎天下だろうが、関係ありません。そのあとは

清掃です。みんな、ものすごく一生懸命に掃除をします。 

台湾のバスは派手な

原色系でびっくり！ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影影が真下にできます。 

 台中は北回帰線付近にあるので

6 月 21 日（土）夏至の正午には、

太陽がほぼ頭の真上に来ました。 

 外で遊ぶときは帽子が必要で

す。影踏みで遊べなくなりますが、

地面に指で影絵を作ることができ

ます。右は小２の息子・健太です。 グラウンド隅の東屋にできた六角形の影 

教室 
 全教室にクーラーが設置されているので、北海道から来た私でも快適に過ごすこと

ができます。ちなみに、入学式の日から「中 1 教室だけ、北海道のようにすずしい」

と言われていました。今では暑さにも慣れ、「先生、クーラー入れて下さい！」と言わ

れても、「これくらい我慢できなくて、台湾で生きていられるか！」と言って、生徒の

要求を却下してしまいます。とは言え、我慢できるのはほんの数分なのです。 

日本でもおなじみの店がたくさんあります 
 マクドナルド・モスバーガー・スターバックス・ミスタードーナツなどのファーストフード店や

コーヒーショップはもちろん、道を歩けば、至る所に７－１１やファミリーマートなどのコンビニ

が目に飛び込んできます。ダイソーやしまむらなどもあり、まるで日本にいるようです。横浜から

来ている先生曰く、「横浜よりも都会だ」。もちろん、室蘭や登別よりも都会です。 

 台湾では、レシートが道端に落ちているなんてことがありません。なぜなら、レシートが札束に

変わるかもしれないからです。どんなお店で買い物や食事をしても、必ず共通のレシートがもらえ

ますが、これには宝くじの抽選番号が印刷されていて、2 ヶ月に一回、抽選が行われるので、簡単に

レシートを捨てないのです。環境にもいい、お客さんも喜ぶ、一石二鳥です。レジ袋ももらえませ

ん。欲しければ追加料金を取られるので、買い物カゴが必要です。環境に優しいといって日本でも

始まっている取り組みが、台湾では当たり前になっています。ちなみに消費税はありません。 

テレビ番組について 

台湾ではケーブルテレビが主流で、チャンネルは 100 以上あり

ます。そのうち、日本のバラエティ番組を放送しているチャンネル

は３つ、日本のアニメ専門が２つ。しかし、どれも再放送。欽ちゃ

んの仮装大賞、ＳＡＳＵＫＥ、どっちの料理ショウなどは何度も繰

り返し流れます。ＮＨＫは世界版で、ニュースを日本時間で同じよ

うに見ることができます。日本のドラマや音楽番組などは、半年か

ら 2 年遅れくらいで入ります。教室のドラマの話題も、日本と比

べたらそれだけ遅れていることになります。 

【発行者】台中日本人学校 中島英治 

自宅住所：台湾台中市南屯區大墩十六街 6 号３Ｆ－１ e-mail：eiji-metabolic@cap.ocn.ne.jp 

○台中日本人学校のホームページもご覧ください。 


